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は じ め に 

 

 

第５次小郡市総合振興計画 小郡市の将来像 
 

 人が輝き、笑顔あふれる快適緑園都市・おごおり  

 

 

第５次小郡市総合振興計画は、基本構想、基本計画、実施計画から構成され

ます。 

 

◇ 基本構想は、市民と行政が一体となって、まちづくりを進めていくための

  「市の将来像」を定め、まちづくりの方向と目標を達成するための基本的

  な考え方を示すもので、令和３年度を目標年度としています。  

 

◇ 基本計画は、基本構想に定めた目標を達成するため、施策の方向について

分野別の計画体系を表すものです。後期基本計画の期間は、平成２８年度

から令和３年度までの６か年です。 

 

◇ 実施計画は、基本計画で定めた施策を具体化した計画であり、事業計画を

とりまとめたものです。今回の計画期間は、令和３年度から令和５年度ま

での３か年とします。 

 

◇ 令和４～５年度については、現在、第６次小郡市総合振興計画を策定中で

あり、暫定的に第５次小郡市総合振興計画を踏まえたものとします。 

 

 市民一人ひとりがまちづくりの担い手となり、地域の誇るべき文化やこれま

で育んできた七夕の里を継承し、夢のある未来を思い描きながら、 

実施計画事業を推進し、“人が輝き、笑顔あふれる快適緑園都市・おごおり”

を実現していきたいと存じますので、市民の皆様方のより一層のご理解、ご協

力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

    令和３年７月 

 

小郡市長  加 地 良 光 
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第１部 実施計画の概要 

 

１．計画の概要 

この計画は本市の将来像「人が輝き、笑顔あふれる快適緑園都市・おごおり」

の実現を図るため、その基本計画で示された施策体系に基づき、実施すべき事

業を明らかにし、計画的・効率的な事業推進及び今後の行財政運営と予算編成

の指針として策定するものです。令和３年度から令和５年度までの３か年で、

投資的事業については５００万円以上の事業、投資的事業以外の事業（ソフト

事業）については、２００万円以上の新規事業及び主な継続事業を掲載してい

ます。 

 

２．計画の期間 

 令和３年度から令和５年度までの３か年とします。 

 実施計画は３年間のローリング方式により、３年間の計画を毎年度策定しま

すが、このローリングの中で、社会経済情勢や市民ニーズの変化、マニフェス

ト等を踏まえ、時宜に応じて見直しを行っていきます。 

 

３．事業費 

 令和３年度当初及び６月補正の予算額を記載しています。また、令和２年度

予算を繰越し、令和３年度に実施する事業についても記載しています。 

ただし、令和３年度の事業のうち調整や協議等の予算を伴わないものや令和

４年度以降に着手するものについては、事業費を記載していません。 

 

 

４．計画の構成 

 この計画は計画期間において基本計画に基づき実施する投資的、政策的な事

業を示すものです。 

 



【政策目標】　安全で快適な都市機能・都市基盤づくり

【分野項目】 【施策コード】

土地利用 1011～1019

道路・交通網 1021～1029

交通安全・防犯対策 1031～1039

消防・防災・国土の保全 1041～1049

情報通信基盤 1051～1059

【事業計画】

施策
コード

事業名／事業年度 事業概要 備考

都市計画法第34条11・12
号に基づく開発許可に関
する県条例に伴う地区指
定業務

H29～R3

都市計画課 令和3年度事業費　1,610千円

端間駅周辺地区　地区（西
部）計画整備事業

H23～R3

まちづくり推進課 令和3年度事業費　48,720千円

地籍調査事業測量業務委
託事務

H2～

建設管理課 令和3年度事業費　18,439千円

立地適正化計画策定業務

H30～R4

都市計画課 令和3年度事業費　6,072千円

第２次小郡市都市計画マ
スタープランの改定業務

R3～R4

都市計画課 令和3年度事業費　4,900千円

1019

　平成13年度に策定を行った小郡市都市計画マスタープランの目
標年次が平成32年であるため、今後の小郡市の都市計画の基本方
針を示す必要がある。
　第1次小郡市都市計画マスタープランの成果の検証、方向性及び
現状把握を行い、小郡市都市計画マスタープラン改定を行う。

1015

　国土調査は現場に入る数年前に事前調査（地籍図根三角測量）
を実施。現場に入り、一筆地調査を実施、確認した土地の境界につ
いて各筆の筆界点測量を行う。その成果に基づいて各筆界点の座
標値を用いて各筆の面積計算を行い、地積以外の地籍情報も調査
して明確にし、その成果である地籍簿と地籍図を登記することを目
的とする。
　官民問わず重要な財産である土地の保全を図るとともに、効率的
な土地の利用の促進や課税の適正化のために不可欠となる環境整
備の根幹として実施している。

1016

　人口減少及び高齢化社会に対応するため、都市全体の構造を見
渡しながら、居住者の生活を支えるようなコンパクトなまちづくりを推
進していくことが必要となる。
　今後、コンパクトシティの拠点となる区域の都市施設の誘導及び
土地利用についての検討を行い、本市の将来像を示す「立地適正
化計画」を策定する。

1011

1014

福童まちづくり計画に基づく事業であり、西鉄端間駅周辺の活性化
及び良好な居住環境の形成強化を行い、合理的な土地の利用増
進を図るため、地区計画を策定し、端間駅前西側広場と進入道路
の整備を行う。

　市街化調整区域では原則として建築物の開発・建築が制限されて
いるが、市街化調整区域の集落の維持・活性化を目的として、第三
者でも戸建住宅等を建築できるような区域指定を行う。
・H29～H30　干潟地区他7か所
・H30～R1　井上地区他3箇所
・R2～R3　平方地区他5箇所
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施策
コード

事業名／事業年度 事業概要 備考

都市計画基礎調査業務

R4

都市計画課

小郡市地区計画決定図書
作成業務

R3

都市計画課 令和3年度事業費　2,600千円

味坂スマートＩＣ設置事業

H29～R6

道路建設課 令和3年度事業費　105,671千円

下町・西福童16号線道路
改良事業（4期事業）（三
沢・西福童線）

H28～

道路建設課 令和3年度事業費　94,200千円

干潟区（干潟・花立102号
線）道路整備事業

H28～R3

道路建設課 令和3年度事業費　25,640千円

道路橋梁長寿命化修繕事
業

H23～

建設管理課 令和3年度事業費　55,000千円

道路維持・補修事業（工
事・修繕）

継続

建設管理課 令和3年度事業費　37,400千円

幹線市道舗装事業

継続

建設管理課 令和3年度事業費　28,000千円

簡易舗装事業

継続

建設管理課 令和3年度事業費　28,000千円

1021

道路利用者の安全性及び利便性の向上を図ることを目的とし、市内
の幹線道路を整備（舗装）する事業である。
また、予防保全的な修繕・補修を行うことにより、道路舗装の長寿命
化を図る。

1021

道路利用者の安全性及び利便性の向上を図ることを目的とし、生活
道路を整備（舗装）する事業である。

1021

老朽化する道路橋について、長寿命化修繕計画を策定することで
予防的な修繕、計画的な架替を行い橋梁の長寿命化に伴う維持修
繕費用の軽減を図る。

1021

道路利用者の安全性及び利便性の向上を図ることを目的とし、市内
の生活道路を整備する事業である。

1021

下町・西福童16号線（4期）（都市計画道路三沢・西福童線）
国道500号線から北へL≒325m　W=19.0m
本路線は市西部地区を南北に縦断する重要な幹線道路として整備
するものである。交通渋滞の解消や歩行者等の安全を確保し、道路
ネットワークを構築する。

1021

干潟・花立102号線道路改築工事 整備事業
L=600m　W=5.0m
県道本郷基山停車場線から干潟集落を通過し花立区へ通じる生活
道路であり、現況の道路幅員はW=2.0m程しかない狭隘な道路であ
る。通学路の安全確保と、利便性向上を図る。

1019

産業系土地利用の需要の高まりに応じ、自然環境と調和のとれた開
発を誘導するため、地区計画の決定を行う。

1021

九州自動車道の鳥栖ＪＣＴ～久留米ＩＣ間にスマートＩＣを設置する。

1019

　都市計画法第6条の規定に基づいて、おおむね5年毎に行う都市
計画に関する基礎調査として、人口規模、産業分類別の就業人口
の規模、市街地の面積、土地利用、交通量等の現況及び将来の見
通しについて調査・分析を行うもの。
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施策
コード

事業名／事業年度 事業概要 備考

団地側溝整備事業

継続

建設管理課 令和3年度事業費　9,500千円

道路照明補修事業

R1～

建設管理課 令和3年度事業費　4,000千円

大保駅北歩道整備事業

H30～R6

建設管理課 令和3年度事業費　5,500千円

小郡・西福童3081・3086号
線道路整備事業

H20～R5

まちづくり推進課 令和3年度事業費　10,000千円

東福童地内新設道路整備
事業

H30～R6

まちづくり推進課 令和3年度事業費　9,402千円

小郡・東福童3077号線道
路整備事業

R1～R5

まちづくり推進課 令和3年度事業費　20,000千円

三国・津古5310号線道路
整備事業

H30～R6

まちづくり推進課 令和3年度事業費　4,500千円

後退道路用地に伴う整備
事業

継続

建設管理課 令和3年度事業費　5,000千円

1021

津古まちづくり計画に基づく事業。
地域住民の利便性の向上を図るとともに、緊急車両等の良好な通
行を可能にするため、道路の拡幅整備を行う。

整備延長L=86m　幅員W=6m

1031

小郡市における計画的なまちづくりを推進するため、農地転用及び
建築行為等に伴って、公共施設の整備をはかることにより、良好な
市街地の形成を確保するとともに、生活環境の向上に寄与すること
を目的とする。

1021

福童まちづくり計画に基づく事業。
地域住民の利便性の向上を図るとともに、緊急車両等の通行を可
能にするため、市道の新設を行う。

整備延長L=160m+160m　幅員W=6m

1021

福童まちづくり計画に基づく事業。
地域住民の利便性、土地利用の向上を図るとともに、緊急車両の通
行を可能にするため道路の新設を行う。

整備延長L=130m　幅員W=6m

1021

大保駅北側の歩道新設整備事業　市道三国・三沢5697号線
Ｌ＝220ｍ　Ｗ＝2.0ｍ

1021

福童まちづくり計画に基づく事業。
道路利用者の利便性・安全性の向上を図るため、道路の拡幅、歩
道の整備を行う。

（2期事業）整備延長L=180m　幅員W=14m
（交差点改良事業）県道久留米小郡線との交差点改良

1021

古い団地内側溝の有蓋化を図る。（Ｒ2年度末現在）
みくに野団地　側溝延長16,490m 改修延長9,325m 改修率57％
宝城北団地　　側溝延長 4,960m 改修延長4,063m 改修率82％
宝城南団地　　側溝延長 6,160m 改修延長3,145m 改修率51％
大保団地　　   側溝延長 2,970m 改修延長1,647m 改修率55％

1021

老朽化が進む道路照明を総点検した結果を基に、予防保全的な修
繕・補修を行うことにより道路照明の長寿命化を図る。
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施策
コード

事業名／事業年度 事業概要 備考

交通安全施設整備事業

継続

建設管理課 令和3年度事業費　11,500千円

久留米広域消防負担金
（投資的経費）

H26～R7

防災安全課 令和3年度事業費　18,635千円

自主防災組織育成事業

H24～

防災安全課 令和3年度事業費　1,000千円

八坂・下西鯵坂114号線道
路整備事業

H30～R3

建設管理課 令和3年度事業費　34,350千円

大崎・下岩田14号道路整
備事業

H25～R3

建設管理課 令和3年度事業費　58,500千円

番号連携サーバー機器更
新事業

R3～

経営戦略課 令和3年度事業費　234千円

1043

市道大崎・下岩田14号線（柳内橋）架替
道路整備（ﾊﾞｲﾊﾟｽ含む）　L=210m　橋梁　L=15.2m
石原川未整備区間の整備　右岸 L=100m 左岸 L=80m

1051

マイナンバー制度導入に伴い、異なる行政機関等の間で個人情報
のやり取りを行う情報連携（平成29年11月から本格運用が開始）へ
の対応のため、番号連携サーバーを導入している。導入より5年を
経過したことから、機器の更新を行うもの。

1042

自主防災組織に対して、活動の継続・拡充を図るため地域防災力
強化事業費補助金を交付する。

1043

八坂・下西鯵坂114号線道路整備事業
Ｌ＝120ｍ、Ｗ＝6.0ｍ

1031

交通安全対策を目的として、交通安全施設（道路反射鏡、区画線、
防護柵等）の新設及び修繕工事を実施する事業である。

1041

久留米市、小郡市、うきは市、大川市、大刀洗町、大木町の4市2町
で構成されている久留米広域消防本部運営費・活動費に対する本
市負担金の支払業務である。負担金の内訳は、経常経費負担金、
投資的経費負担金、退職手当特別負担金となっており、投資的経
費とは、消防署所の庁舎建設に要する経費及び当該施設の土地に
必要な経費並びに特殊消防車両の購入費である。
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【政策目標】　豊かな暮らしを支える活力ある産業づくり

【分野項目】 【施策コード】

農業 2011～2019

商業 2021～2029

工業 2031～2039

観光 2041～2049

雇用と労働 2051～2059

【事業計画】

施策
コード

事業名／事業年度 事業概要 備考

県営農業水利施設保全合理化
事業（味坂、御原地区）

H29～R10

農業振興課 令和3年度事業費　7,500千円

県営経営体育成基盤整備事業
（県事業）

H31～R7

農業振興課 令和3年度事業費　3,000千円

上田町堤ため池等整備事業（県
事業）

R3～R8

農業振興課 令和3年度事業費　10,000千円

影堤ため池等整備事業（県事
業）

H28～R3

農業振興課 令和3年度事業費　5,000千円

2011

この事業は施設管理者である水利組合または行政区からの申
請により、県営事業として取り組んでいる。市は施設を保有する
自治体として、小郡市の地域に特化した情報提供を行い、県と
地元の調整と事業を円滑に進むよう取り組んでいる。
改修の概要：堤体工・波受ブロック・取水施設・洪水吐き

2011

この事業は、施設管理者である水利組合又は行政区からの申
請により、県営事業として取り組んでいる。市は施設を保有する
自治体として、小郡市の地域性に特化した情報提供を行い、
県と地元の調整と事業が円滑に進むよう取り組んでいる。
改修の概要：堤体工・波受ブロック・取水施設・洪水吐き

2011

県営土地改良事業で造成された味坂、味坂第二、御原地区ほ
場整備区域内の揚水機場について、老朽化等により整備を必
要とする時期を迎えている。このため施設の劣化等の診断を行
い、対策方法を策定し、対策工事を施工するものである。

2011

暗渠排水は、ほ場整備の水管理を容易にし、作物の生育環境
を良好にすること、農作業の環境を改善し、農業機械の作業性
を向上させることが目的である。排水改良を必要とする申請地
において、暗渠排水の目的が達成できるよう業務計画を策定
し、適切な工事を実施する。
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施策
コード

事業名／事業年度 事業概要 備考

組坂堤ため池等整備事業（県事
業）

H27～R3

農業振興課 令和3年度事業費　3,000千円

津古地区河川応急対策事業（県
事業）

H30～R3

農業振興課 令和3年度事業費　2,000千円

土地改良施設維持管理（大板井
堰）

R3

農業振興課 令和3年度事業費　33,200千円

水田農業担い手機械導入支援
費事業（経営体育成支援事業）

H10～

農業振興課 令和3年度事業費　28,990千円

園芸産地育成関連業務

H5～

農業振興課 令和3年度事業費　116,124千円

2013

園芸事業を総合的に振興し、地域農業の活性化を図る為、補
助事業実施を要望する園芸農家に対し、指導、助言を行うとと
もに、かかる経費の一部について補助金を拠出する。
〇国事業の補助率
・農業者1/2以内
〇県事業の補助率
・認定農業者1/3以内（雇用型経営支援：1/2以内）
・営農集団1/2以内
〇市事業の補助率
・農業者2/10以内

2011

この事業は、土地改良区などの施設管理者からの申請により
取り組んでいる。施設の公共公益的機能が増大しており、維持
管理に対する意識の昂揚・醸成を図るとともに、施設機能の保
持と耐用年数の確保を目的としている。

2013

認定農業者、集落営農組織等の規模拡大、経営の多角化など
経営力を強化・改善するために必要な農業機械導入を支援し
ていくにあたり、かかる経費の一部について補助金を拠出す
る。
県単事業を中心に支援を行っていく。

2011

この事業は、施設管理者である水利組合又は行政区からの申
請により県営事業として取り組んでいる。市は施設を保有する
自治体として、小郡市の地域性に特化した情報提供を行い、
県と地元との調整を行い事業が円滑に進むよう取り組んでい
る。
改修の概要：堤体工、護岸ブロック工、取水施設、洪水吐き、
浚渫等

2011

津古堰（農業用河川工作物）は築造後、50年を過ぎ老朽化が
著しく構造が不適切である。
大雨や地震等による災害の防止と農業用水の安定確保のた
め、堰の改修を行う。
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施策
コード

事業名／事業年度 事業概要 備考

多面的機能支払交付金事業

H19～R5

農業振興課 令和3年度事業費　82,738千円

商品券発行事業

継続

商工・企業立地課 令和3年度事業費　20,000千円

七夕プロジェクト事業

H30～R4

商工・企業立地課 令和3年度事業費　3,800千円

2022

地元での消費喚起と地域商業・経済の活性化を目的として、商
工会が実施するプレミアム付き商品券発行事業への補助を行
う。

2042

本市の地域資源である「七夕」を地域ブランドとして確立し、「に
ぎわい」をコンセプトに七夕を活用した地域活性化を目指す
「七夕プロジェクト」を3つの戦略で展開する。
１　イメージ戦略・・・小郡の七夕イメージの再構築
２　商品戦略・・・七夕に関する既存の商品等のブラッシュアッ
プ及び新商品等の開発
３　イベント戦略・・・七夕（神社やスポット）、天の川（宝満川）を
活かしたイベントの創造

2015

地域の共同活動によって支えられている農業・農村の有する多
面的機能（国土保全・水源涵養・景観形成等）の維持・発揮を
図るため、「農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する
法律」が制定され、平成27年4月1日から施行された。
法令に基づき、市では「農業の有する多面的機能の発揮の促
進に関する促進計画」を策定し、地域共同で行う、多面的機能
を支える活動や、地域資源（農地、水路、農道等）の質的向上
を図る活動を支援する。
１．農地維持支払（農地法面の草刈り、水路の泥上げ、農道の
砂利補充等）
２.資源向上支払
　・地域資源の質的向上を図る共同活動（水路、農道、ため池
の軽微な補修、農村環境　　保全活動の幅広い展開等）
３.資源向上支払　　・施設の長寿命化のための活動
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【政策目標】　ゆとりと潤いに満ちた居住環境づくり

【分野項目】 【施策コード】

環境衛生対策・環境保全 3011～3019

上水道 3021～3029

下水道 3031～3039

住環境・景観 3041～3049

公園・緑地 3051～3059

【事業計画】

施策
コード

事業名／事業年度 事業概要 備考

合併処理浄化槽設置費補助事
業

H3～

下水道課 令和3年度事業費　2,520千円

公共下水道整備事業（汚水）

H6～R7

下水道課 令和3年度事業費　600,850千円

河川維持補修事業

継続

建設管理課 令和3年度事業費　21,745千円

排水路整備事業（工事・修繕）

継続

建設管理課 令和3年度事業費　11,429千円

公共下水道整備事業（雨水）

S60～

下水道課 令和3年度事業費　27,105千円

不明水対策事業

R3～

下水道課 令和3年度事業費　24,138千円

福童地区内水氾濫対策事業

R3～

下水道課 令和3年度事業費　11,517千円

3033

大雨時、宝満川の水位上昇に伴い河川からの逆流を防ぐた
め、今朝丸水門を閉門せざるを得ないが、内水氾濫が毎年の
ように発生している。今後、同地区において（仮称）味坂スマー
トＩＣが令和5年度に完成予定であり、それに伴い近隣地区の土
地利用開発も進むことが予想される。内水氾濫による被害を出
さないよう、雨水排水施設の検討・対策を実施する。

3033

重点施策として大雨による道路冠水等を防ぎ、安全で快適な
生活環境の形成を目的として、雨水幹線の整備を実施するも
のである。

3033

豪雨の際、汚水管渠内に大量の雨水が浸入し、住宅内の排水
設備から汚水が逆流しかねない危険な状況のため、被害を出
さないよう、必要な調査や対策を実施する。

3033

市営河川の護岸整備工事又は、修繕工事及び浚渫作業を行
う。

3033

清潔で安全な住環境を保つため、素掘りの水路のコンクリート
化等の排水路整備工事を行っている。

3019

公共下水道区域外地域で合併処理浄化槽を設置するにあた
り、申請者に補助金を交付するものである。

3031

安全で快適な生活環境の形成及び宝満川などの河川及びた
め池等の水質汚染の防止を目的として、下水道事業を実施す
るものである。
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施策
コード

事業名／事業年度 事業概要 備考

下水道ストックマネジメント事業

H29～

下水道課 令和3年度事業費　10,000千円

市営住宅維持・改善事業（井上
第1住宅下水道接続工事）

R3

都市計画課 令和3年度事業費　8,000千円

公園施設長寿命化対策事業

H28～

まちづくり推進課 令和3年度事業費　30,000千円

展示林整備事業

R2～

まちづくり推進課 令和3年度事業費　3,000千円

3051

花立山（城山公園）の展示林整備事業。
森林整備（樹木の間伐等）、歩道の改修、休憩施設の改修、案
内板設置等。
山頂付近にある展望台からの眺めを確保するため及び散策路
に影響のある樹木の間伐（伐採）を行う。
展望台に続く老朽化した散策路（歩道）の改修を行う。
休憩施設の改修や案内板の設置を行う。

3049

市営井上第1住宅は，平成14年度建設当時下水道処理区域
に指定されていなかったことから，合併浄化槽により排水処理
を行っている。今回令和2年度に下水道が整備されたことに伴
い，小郡市営住宅長寿命化計画に基づき，下水道接続工事を
行う。

3051

都市公園の遊具等公園施設調査を行い、調査結果に基づい
て「公園施設長寿命化計画」を策定する。計画に基づき施設の
修繕・改築・更新を行うことで施設の長寿命化が図られるととも
に、公園利用者の安全性・快適性を確保する。

3039

長期的な視点で下水道施設全体の今後の老朽化の進展状況
を考慮し、リスク評価等の優先順位付けを行ったうえで、施設の
点検・調査、修繕・改築の計画を策定する事業である。
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【政策目標】　やさしさあふれる健康と福祉づくり

【分野項目】 【施策コード】

地域福祉 4011～4019

高齢者福祉 4021～4029

母子・父子福祉 4031～4039

子育て支援 4041～4049

障害者福祉 4051～4059

人権・同和対策 4061～4069

保健活動 4071～4079

医療体制 4081～4089

社会保障制度 4091～4099

【事業計画】

施策
コード

事業名／事業年度 事業概要 備考

第9期高齢者福祉計画・介護保
険事業計画策定事業

R4～R5

長寿支援課 令和3年度事業費　66千円

私立保育園等施設整備事業

R3～

保育所・幼稚園課 令和3年度事業費　100,575千円

地域生活支援拠点等事業

R3～

福祉課 令和3年度事業費　3,200千円

人権教育啓発センター改修工事
事業

R3～

人権・同和対策課 令和3年度事業費　13,000千円

4054

障害者の高齢化・重度化や「親亡き後」を見据えつつ、障害
児・者の地域生活支援をさらに推進する観点から、国より「障害
児・者の地域生活支援の推進のための多機能拠点（地域生活
支援拠点）」を令和2年度末までに市町村において1か所以上
整備することが示されている。
本市でも、「第5期小郡市障害福祉計画（平成30年度～令和2
年度）」の中で「地域生活支援拠点等の整備」を掲げ、令和2年
度末までに市において１か所整備するとした成果目標を設定し
ており体制整備を行う。具体的には、建物としての「拠点」を置
くものではなく、既存の事業所の活用（機能強化）により対応す
る「面的整備」の手法をとる。令和3年度からは、短期入所等の
緊急時の受け入れ・対応機能、相談支援のコーディネート機
能、及び専門的人材の確保・養成のための職員の研修体系を
整備し、障害児・者が地域で暮らし続けるために必要な支援体
制を整える。

4062

人権教育啓発センターの屋根防水工事及び情報室屋根コロニ
アルの塗装工事、非常階段・ベランダの鉄部塗装工事を行う。

4024

　小郡市における高齢者福祉全般にかかる第8期高齢者福祉
計画及び一体的に策定した介護保険事業計画が令和3年度
から始まり、令和5年度で終了する。引き続き、令和6年度から
令和8年度を計画期間とする第9期高齢者福祉計画・介護保険
事業計画を策定するものである。

4041

待機児童解消のため、安全な保育環境を整えるために、福岡
県子育て応援基金（安心こども基金）または保育所等整備交付
金等を活用し、私立保育所の増改築のための整備に係る費用
の補助を行う。
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施策
コード

事業名／事業年度 事業概要 備考

がん検診受診率の向上(早期発
見）事業

R2～

健康課 令和3年度事業費　7,891千円

総合保健福祉センター施設・修
繕工事事業

H27～

健康課 令和3年度事業費　1,571千円

「国民健康保険事業特別会計」
適正化事業

H27～

国保年金課 令和3年度事業費　35,000千円

4092

本市の国民健康保険事業の安定化のため、国民健康保険事
業特別会計へ一般会計から法定外の繰出しを行うもの。累積
赤字については、令和元年度決算で解消したが、新制度移行
後の激変緩和措置の期間中であり、激変緩和措置を受けてい
る本市の状況では、今後の事業費納付金の上昇に合わせて、
保険税率を上げていく必要がある。被保険者の急激な負担増
を抑制するために、令和5年度までは、負担緩和措置としての
法定外繰入を行う

4071

平成28年2月4日付で指針が一部改正されたことに伴い、胃が
ん検診の検査方法について指針に基づいた体制を整える。50
歳以上の偶数年齢の者を対象として胃内視鏡検査の実施を行
う。原則として、同一人について2年に1回実施する。現在、実
施をしている胃部エックス線検査と併用して実施を行う。
アクションプラン「がん検診受診率の向上」のがん早期発見プロ
ジェクト事業として令和2年10月から実施。令和3年度は7月から
開始予定。

4072

開館より16年が経過し、総合保健福祉センター内の各設備に
ついて、故障及び老朽化箇所、修繕を行うにあたり部品等が
メーカーで生産終了している箇所が出てきている。これらの修
繕工事（補修・機器入替等）を行い、施設の通常運営を維持す
る。
また、設備によってはリースによる機器の入れ替えを行う。
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【政策目標】　生きる力を育む教育と地域文化づくり

【分野項目】 【施策コード】

幼児教育 5011～5019

学校教育 5021～5029

青少年教育 5031～5039

人権・同和教育 5041～5049

生涯学習 5051～5059

文化活動 5061～5069

文化財 5071～5079

スポーツ・レクリエーション 5081～5089

交流 5091～5099

男女共同参画社会 5101～5109

【事業計画】

施策
コード

事業名／事業年度 事業概要 備考

小学校教科担任制及び交換授
業推進事業

R3

学校教育課 令和3年度事業費　4,717千円

小規模校魅力化推進事業

H30～

学校教育課・教育総務課 令和3年度事業費　9,661千円

教科用指導書配置事業

継続

教育総務課 令和3年度事業費　14,298千円

GIGAスクール構想事業

R2～

学校教育課・教育総務課 令和3年度事業費　61,558千円

情報教育設備・機器整備事業

H9～

教育総務課

5025

　各学校のパソコン教室において児童生徒が一人一台使える
環境を整備し、各教室においてもインターネット環境を構築し
ている。
　教職員パソコンの一人一台体制が整っており、計画的に機器
を更新する。

5025

教師用の指導書・教科書及びデジタル教科書を各学校に配置
し、「確かな学力」育成の授業のために活用する。

5025

新学習指導要領において学習の基盤となる資質・能力と位置
付けられている「情報活用能力」を児童生徒に育むICT環境を
整備するとともに、感染症拡大等に伴う臨時休校となった場合
においても児童生徒の学習機会を確保することができるよう、
児童生徒1人1台の端末整備等を行い、学校教育におけるICT
環境の整備を行うもの。

5021

授業の内容が高度化・複雑化する小学校中学年以上におい
て、教科指導の専門性をもった教師が授業を受け持つ交換授
業や教科担任制の取組を推進していくために必要な人員を配
置する

5024

児童生徒数が減少している現状を踏まえ、小規模校である味
坂小・御原小・立石小・宝城中・立石中の特色を生かした魅力
ある学校づくりを推進し、小規模校の活性化を図るとともに、小
郡市全体の学校教育の活性化を図るもの。
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施策
コード

事業名／事業年度 事業概要 備考

大規模改造事業

継続

教育総務課 令和3年度事業費　281,584千円

校舎・体育館整備事業

継続

教育総務課 令和3年度事業費　139,072千円

学校施設営繕管理事業

継続

教育総務課 令和3年度事業費　20,100千円

学校空調設置事業

R3

教育総務課 令和3年度事業費　11,200千円

小郡市学校給食センター整備運
営事業

R3～R8

教育総務課 令和3年度事業費　8,162千円

文化会館非常用設備等更新事
業

R3～R6

生涯学習課 令和3年度事業費　2,192千円

史跡等総合活用支援推進事業

H23～

文化財課 令和3年度事業費　2,595千円

5062

建築（1987年）後、30年以上が経過しており、設備の老朽化に
伴い、更新時期を迎えていることから下記の設備の更新を行
う。
（１）非常用直流電源装置
①蓄電池 2009年製造　11年経過（メーカー期待寿命5～7年）
②整流器 1987年製造　33年経過（メーカー期待寿命15～20
年）
（２）図書館昇降機 1987年稼働　33年経過（法定耐用年数17
年）
（３）非常用発電機 1987年製造　33年経過
（４）防災設備（非常放送設備） 1987年製造　33年経過

5071

市内所在遺跡の発掘調査成果および歴史・民俗資料に関する
情報を体系的に整理し、埋蔵文化財調査センター展示室・体
験学習室、小郡官衙遺跡公園を始めとした史跡、埋蔵文化財
調査センターホームページを活用して公開する。これによっ
て、地域文化の醸成と文化財保護理念を広めるとともに、「歴
史と文化の薫るまち」である小郡市を市内外へＰＲする。

5025

安全で快適な教育環境の整備を図るため、学校施設に空調設
備を設置するもの。令和3年度は東野小学校多目的ホール、大
原小学校多目的ホール及び普通教室1か所に空調設置を行
う。

5026

現在の給食センターは、老朽化していて、衛生管理基準上の
問題が懸念され、新給食センターの建て替えを実施し、新施設
において衛生管理基準に適合した安心安全な学校給食を提
供するための運営・施設管理を行うもの。
手法としては、ＰＰＰ╱ＰＦＩ等の民間活用によるコストの削減、
サービスの向上を行う。

5025

教育環境の整備と施設の安全向上を図るため、学校施設（校
舎・体育館等）の新増改築改修等の整備を行う事業である。令
和3年度は小郡小学校屋外階段改修工事、三国中学校体育
館屋根改修工事、御原小学校消火管改修工事、小中学校体
育館トイレ改修工事（5校）を行う。

5025

教育環境の整備と学校施設の安全向上を図るため、学校施設
の修繕や小規模工事を行う事業である。

5025

教育環境の整備と施設の安全向上を図るため、学校施設の大
規模な改修等を行う事業である。
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施策
コード

事業名／事業年度 事業概要 備考

小郡官衙遺跡群史跡公有化事
業（小郡官衙遺跡・上岩田遺跡）

S47～

文化財課 令和3年度事業費　178,134千円

運動公園野球場・陸上競技場施
設改修事業

R1～

スポーツ振興課 令和3年度事業費　21,150千円

5073

平成22･23年度に指定範囲や公有化手順を決める保存管理計
画（小郡官衙遺跡群　小郡官衙遺跡　上岩田遺跡　保存管理
計画書）を策定した。現在は、それに則って追加指定を進め、
指定地の公有化を進めている。平成26年度に590-4（330.57
㎡）、平成27年度に552-33（441㎡）・590-3（482.57㎡）・590-10
（165.35㎡）・579-5（245.71㎡）・579-9（250.86㎡）、平成28年
度に590-2（386㎡）・11（21.85㎡）・12 （396.68㎡）・13（31㎡）・
16（8.81㎡）の追加指定を行い、平成28～30年度事業として公
有化を実施した。令和元年度には572-3・572-6（合計1718.17
㎡）の追加指定を行い、令和2～3年度で公有化を進めている。
他にも住民に相談を受けている案件があり、今後も時期を検討
しつつ追加指定及び公有化を進める。
上岩田遺跡については、平成24年度で既指定地の買い上げ
を終了した。令和4年度以降、指定地周辺の追加指定検討の
ために確認調査を実施する。

5082

公共施設総合管理計画の個別施設計画に基づき、小郡市陸
上競技場・小郡市野球場・テニスコート施設・設備の計画的な
改修工事を実施するもの。
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【政策目標】　新たな小郡市の地域自治体制づくり

【分野項目】 【施策コード】

市民と行政の協働 6011～6019

新たな地域自治 6021～6029

健全な行財政運営 6031～6039

広域行政 6041～6049

地方創生 6051～6059

計画の進行管理 6061～6069

【事業計画】

施策
コード

事業名／事業年度 事業概要 備考

コミュニティセンター改修事業

R1～

コミュニティ推進課 令和3年度事業費　42,000千円

発注管理システム更新事業

R3～R10

財政課 令和3年度事業費　1,145千円

総合振興計画策定事業

R１～R4

経営戦略課 令和3年度事業費　3,114千円

6069

第5次総合振興計画が令和3年度で終了することに伴い、令和
4年度からの第6次総合振興計画の策定を行うもの。

6033

平成30年度に策定した小郡市個別施設計画（長寿命化計画）
に基づいて、コミュニティセンター長寿命化を図るための予防
保全工事を実施するもの。
また、学びの場や避難所としてコミュニティセンターを補完する
機能を有する自治公民館の改修や建設を推進するため、公民
館類似施設建設補助事業を実施する。

小郡校区コミュニティセンター外壁改修工事費：15,200千円
小郡校区コミュニティセンター外壁改修工事設計委託費：800
千円
味坂校区コミュニティセンター屋根防水工事費：11,000千円
東野校区コミュニティセンター屋根防水工事費：11,000千円
公民館類似施設建設補助事業（新町）：4,000千円

6035

工事・業務委託・物品役務の入札・契約等に関する発注管理、
並びに業者登録の管理を行っている発注管理システムの更新
を行うもの。
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